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第２章 計画の基本的考え方 
 

１ 西東京市版地域包括ケアシステムの深化・推進に向けて 
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健康寿命の延伸を目指し、高齢者の方が、住み慣れた地域で、いきいきと元気に暮らしてい

ける環境を整備するとともに、医療・介護の連携強化や、介護サービス基盤の整備促進などに

より、安心して在宅生活を送ることができる環境・仕組みづくりを進めます。 
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本市では、第８期計画において、「いつまでもいきいきと安心して暮らせるまち西東京市～み

んなで支え合うまちづくり～」を基本理念に、「地域とつながり、楽しく暮らし、共に生きる」、「支

援が必要となっても、なじみの環境の中で自分らしく暮らす」を基本目標に掲げ、「生きがい活

動とフレイル予防の推進」、「生活支援体制の充実」、「認知症施策の推進」、「在宅療養体制の充

実」、「安心して暮らせる環境づくり」、「介護保険サービス等の充実」の６つを施策の方向性とし

て位置付け、各種取組を推進してきました。 

しかしながら、長期化するコロナ禍において、高齢者の外出控えや人が集うイベント等の開催

自粛等が、活動量の減少に伴う心身機能の低下や社会参加の意欲の減退を招くなどの弊害を

生じさせたことから、それらへの対応が喫緊の課題となっています。 

また、本市では、令和２２（2040）年頃までの間、高齢化の進行と同時に生産年齢人口の減

少も見込まれることから、これまで以上に医療・介護ニーズへの対応と人材確保・育成の取組が

必要です。 

第３次基本構想では、基本目標の一つである「笑顔で自分らしく暮らせるまち」において、「誰

もが住み慣れた地域において健康で元気に暮らすためには、年齢や障害の有無等にかかわら

ず、一人ひとりが生きがいを感じながら、自分らしく過ごせることが大切であり、子どもから高

齢者までの多様な世代が地域の中でつながり、それぞれが抱える生活課題の解決に向けて取り

組むことが重要」としており、地域共生社会と「健康」応援都市の実現を掲げています。 

医療・介護・住まい・生活支援・社会参加の支援が必要な人は、高齢者に限りません。経済的困

窮者、単身・独居者、障害者、ひとり親家庭や、これらの要素が複合したケースに適切に対応す

るため、本市における重層的支援体制整備事業などにより、制度・分野の枠や「支える側」、「支

えられる側」という関係を超えた取組を通じて、全ての人が地域、暮らし、生きがいをともに創

り、高め合う地域共生社会の実現とともに、まちそのものが健康になれる「健康」応援都市を目

指します。 

このため、第９期計画では、「ともに支え合い、いつまでも楽しく、自分らしく暮らせるまち西

東京」を基本理念とし、市民や関係機関、行政が地域一体となって福祉や医療・介護などの支

援・サービスを提供する「西東京市版地域包括ケアシステム」のさらなる深化・推進に努めます。 

ともに支え合い、いつまでも楽しく、 

自分らしく暮らせるまち西東京 

～西東京市版地域包括ケアシステムの深化・推進～ 
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第９期計画の基本理念「ともに支え合い、いつまでも楽しく、自分らしく暮らせるまち

西東京」を実現するために、目指すべき方向性を明らかにする２つの基本目標を定めます。 

まず、高齢者が「人と地域とつながり、いきいきと暮らす」ために、生活習慣病予防など

の健康づくりと介護予防を連携して展開することにより、高齢者の健康寿命を延ばし、生活の

質を高めていくとともに、高齢者が日常生活の中で気軽に参加できる活動の場が身近にあり、

地域の人とのつながりを通して活動の場が広がるような地域づくりを目指します。 

また、高齢者が「なじみの環境の中で、必要なサービスを受けながら暮らす」ことができ

るように、自立支援に資する質の高いケアマネジメントを実現するとともに、利用者の状態や家

族等の周囲の状況、暮らし方などの変化や、本人の希望に柔軟に対応できるよう、必要なサー

ビス提供体制の整備に努めます。 

 

本市では、基本理念のもとに、２つの基本目標を掲げ、高齢者とその家族の願いに応える仕

組みづくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 人と地域とつながり、いきいきと暮らす 

２ なじみの環境の中で、必要なサービスを受けながら暮らす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なじみの環境とは 
なじみの環境とは、長く住んでいる地域で培ってきた人間関係・・・・家族や友人、近所の

人、よく買い物をする商店など、知っている人たちとの「なじみの関係」がある環境のことを

いいます。日常生活の中にある、たくさんのなじみの関係には、多種多様な人とのつながり

が含まれており、こうしたなじみの環境が途切れることなく続き、その人が、最期まで自分

らしく生活できる居心地の良い環境となるようにすることが大切です。 

地域包括ケアシステムが目指しているものは、なじみの環境をできるだけ大切にし、人生

の最終段階まで、「自分らしい生活」を楽しむことができるようにすることだと考えられてい

ます。 

 Columｎ １ 
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４ 施策の方向性（体系） 

  

 

保険者機能の強化

介護人材の確保・育成に向けた取組

介護サービス事業者への支援

2-1
住み慣れた地域で適
切な介護サービスを
受けられる暮らし

1-3-2

1-3-3

1-3-4

住み慣れた地域でい
つまでも楽しく元気
でいられる暮らし

フレイル予防のさらなる普及・推進

人と地域とつ
ながり、いき
いきと暮らす

1

2-1-1

2-1-2

1-1-3

1-1-4

1-1-5

2

なじみの環境
の中で、必要
なサービスを
受けながら暮
らす

2-2-1

2-2-2

2-2-3

介護サービス基盤の整備促進

介護サービスの質の向上

認知症の人と家族を地域で支える仕組みづくり

生きがいづくりの支援・推進

リエイブルメントの推進

施策

地域ぐるみの見守り・支え合い

家族介護者への支援の充実

在宅生活の継続支援

在宅療養の体制整備・推進

権利擁護と虐待防止の推進

基本目標 施策の方向性

1-1-1

1-1-2

1-1
住み慣れた地域で安
心できる暮らし

2-2
いつまでも安心して
介護サービスを受け
られる暮らし

1-1-6 情報提供の充実

社会参加のさらなる促進

1-2-1

1-2-2

1-3-1

1-2

1-3

認知症の人と家族が
安心できる暮らし

認知症の人と家族への支援の充実


